
年間授業計画　様式例

 科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 1 組～ 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

話・聞 書 読

○ ○

○ ○

○ ○

117

12

国語

　論理的に考える力や深く共感したり豊かに想像したりする力を伸ばし、伝え合う力を高める。

　我が国の言語文化の担い手としての自覚をもち、言葉を通して他者や社会に関わろうとする態度を養う。

○ ○ ○

○

11

1

12

1

【知識・技能】
・定期テスト
【思考・判断・表現】
・定期テスト
【主体的に学習に取り組む態度】
・出席状況　・プリント

27

1

D 単元　古典を知る
【知識及び技能】古語の意味や背景
を知る。【思考力、判断力、表現力
等】作品や文章に表れているものの
見方を捉え、内容を理解する。【学
びに向かう力、人間性等】時代を問
わない人の心を知る。

・指導事項  エッセイを読む
・教材　教科書、国語便覧、プリン
ト
・一人１台端末の活用　等

高等学校 令和６年度（１学年用） 教科

〇

定期考査

【知識・技能】
・定期テスト
【思考・判断・表現】
・定期テスト
【主体的に学習に取り組む態度】
・出席状況　・プリント

C 単元　　古典への招待
【知識及び技能】古文の読み方を知
る。【思考力、判断力、表現力等】
古典の言葉と現代の言葉のつながり
について理解する。【学びに向かう
力、人間性等】古典と現代の言葉の
つながりから心を理解する。

・指導事項  古文のなりたち、仮
名、発音について学ぶ
・教材　教科書、国語便覧、プリン
ト
・一人１台端末の活用　等

Ｆ 単元　物語を受け継ぐ
【知識及び技能】語句の意味や時代
等の背景を学ぶ。【思考力、判断
力、表現力等】登場人物の気持ちを
理解する。【学びに向かう力、人間
性等】他者の気持ちを推察して寄り
添う。

・指導事項  小説を読む　作品や文
章に表れているものの見方、感じ
方、考え方を捉え、自己と比較して
振り返る。
・教材　教科書、国語便覧、プリン
ト
・一人１台端末の活用　等

（１組：冨田薫）

【 知　識　及　び　技　能 】　実社会に必要な国語の知識や技能を身に付けるようにする。

国語 言語文化 3

（　組：　　　　） （　組：　　　　）

〇 〇

○

言語文化国語

〇

【知識・技能】
・定期テスト
【思考・判断・表現】
・定期テスト
【主体的に学習に取り組む態度】
・出席状況　・プリント

【知識・技能】
・定期テスト
【思考・判断・表現】
・定期テスト
【主体的に学習に取り組む態度】
・出席状況　・プリント

１
学
期

言語文化

（　組：　　　　）（　組：　　　　）（　組：　　　　）

【学びに向かう力、人間性等】

言葉を通して積極的に他者や社会に関わったり、思
いや考えを広げたり深めたりしながら、言葉がもつ
価値への認識を深めようとしており、言葉に親しむ
ことで自己を向上させ言語文化の担い手としての自
覚をもって言葉を効果的に使おうとしている。

領域
評価規準 知

書き言葉話し言葉を正しく理解し身につけ、伝え合
う力を高めることよって国語の向上や社会生活の充
実を図る態度を育てる。

「話すこと・聞くこと」、「書くこと」、「読むこと」
の各領域において、論理的に考える力や深く共感したり
豊かに想像したりする力を伸ばし、他者との関わりの中
で伝え合う力を高め、自分の思いや考えを広げたり深め
たりしている。

新編　言語文化　（大修館書店）

・指導事項  エッセイを読むこと
で、我が国の言語文化に特徴的な語
句の量を増し、それらの文化的背景
について理解を深める。
・教材　教科書、国語便覧、プリン
ト
・一人１台端末の活用　等

A 単元「言葉の森を育てよう」
【知識及び技能】日常使っている言
葉を見つめ直し、正しく修正する。
【思考力、判断力、表現力等】言葉
が果たしている役割の違いを見抜
く。【学びに向かう力、人間性等】
よりよい伝え方について考える。

・指導事項  エッセイを読む　日本
で受け継がれてきた自然観や美意識
について、筆者の主張をとらえる。
・教材　教科書、国語便覧、プリン
ト
・一人１台端末の活用　等

・指導事項  エッセイを読む　季語
に興味をもつとともに、日本独特の
自然の味わい方について、自分の考
えを深める。
・教材　教科書、国語便覧、プリン
ト
・一人１台端末の活用　等

○

〇

定期考査

Ｇ 単元「旅への思い」
【知識及び技能】日常使っている言
葉を見つめ直し、正しく修正する。
【思考力、判断力、表現力等】言葉
が果たしている役割の違いを見抜
く。【学びに向かう力、人間性等】
よりよい伝え方について考える。

・指導事項  エッセイを読むことで
文章の構成や展開、表現の仕方、表
現の特色について理解を深める。
・教材　教科書、国語便覧、プリン
ト
・一人１台端末の活用　等

〇

〇

〇

○

○

〇

〇

○

〇

【知識・技能】
・定期テスト
【思考・判断・表現】
・定期テスト
【主体的に学習に取り組む態度】
・出席状況　・プリント

○ ○ ○

○

【知識・技能】
・定期テスト
【思考・判断・表現】
・定期テスト
【主体的に学習に取り組む態度】
・出席状況　・プリント

○

8

B 単元「日本語の豊かさ再発見」
【知識及び技能】日常使っている言
葉を見つめ直し、正しく修正する。
【思考力、判断力、表現力等】言葉
が果たしている役割の違いを見抜
く。【学びに向かう力、人間性等】
よりよい伝え方について考える。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 思

○

【知識・技能】
・定期テスト
【思考・判断・表現】
・定期テスト
【主体的に学習に取り組む態度】
・出席状況　・プリント

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

○ ○○ 〇

配当
時数

態

1

２
学
期

21

定期考査 1

合計

22

３
学
期

定期考査
○ ○

Ｅ 単元「文化を見つめる」
【知識及び技能】身の回りの言葉と
現象の関係を見つめ、言語と結びつ
ける。【思考力、判断力、表現力
等】文化の歴史と役割を考える。
【学びに向かう力、人間性等】自分
が守りたい文化を考える。



年間授業計画　新様式例

高等学校 令和６年度（１学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 1 組～ 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

数学 数学Ⅰ

数と式，2次関数，三角比，集合と論証，及び
データの分析についての基本的な概念や原理・
法則を体系的に理解するとともに，事象を数学
化したり，数学的に解釈したり，数学的に表
現・処理したりする技能を身に付けるようにす
る。

命題の条件や結論に着目し，数や式を多面的にみた
り目的に応じて適切に変形したりする力，図形の構
成要素間の関係に着目し，図形の性質や計量につい
て論理的に考察し表現する力，関数関係に着目し，
事象を的確に表現してその特徴を表，式，グラフを
相互に関連付けて考察する力，社会の事象などから
設定した問題について，データの散らばりや変量間
の関係などに着目し，適切な手法を選択して分析を
行い，問題を解決したり，解決の過程や結果を批判
的に考察し判断したりする力を養う。

（１組：栗原）

数学 数学Ⅰ 2

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

数Ⅰ708 「高校数学Ⅰ」  実教出版

数学

数学を活用して事象を論理的に考察する力，事象の本質や他の事象との関係を認識し統合的・発展的に考察する
力，数学的な表現を用いて事象を簡潔・明瞭・的確に表現する力を養う。

数学のよさを認識し積極的に数学を活用しようとする態度，粘り強く考え数学的論拠に基づいて判断しようとす
る態度，問題解決の過程を振り返って考察を深めたり，評価・改善したりしようとする態度や創造性の基礎を養
う。

数学Ⅰ

【 知　識　及　び　技　能 】

数学的な見方・考え方を働かせ，数学的活動を通して，数学的に考える資質・能力を次のとおり育成
することを目指す。

数学における基本的な概念や原理・法則を体系的に理解するとともに，事象を数学化したり，数学的に解釈した
り，数学的に表現・処理したりする技能を身に付けるようにする。

【学びに向かう力、人間性等】

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態
配当
時数

【知識・技能】
　・単項式と多項式について理解できる。
・乗法公式や因数分解の公式の理解を深めることが
できる。
・式の展開や因数分解を，公式を利用して処理する
ことができる。
（発問評価・課題提出・定期考査）
【思考・判断・表現】
・同類項をまとめることや，かっこを外すことを利
用して，整式の加法・減法を考察できる。
・特定の文字に着目したり，式を１つの文字で置き
換えたりして，式を多面的に捉えることができる。
・式の展開と因数分解の相互の関係がわかる。
（発問評価・課題提出・定期考査）
【主体的に学習に取り組む態度】
・式の展開や因数分解に関心をもち，目的に応じて
式を変形しようとしている。
・数の計算に乗法公式や因数分解の公式が利用でき
ることに関心を持ち，その計算に公式を利用しよう
としている。
（授業態度・課題提出）

○ ○ ○ 15

1

数学のよさを認識し数学を活用しようとする態
度，粘り強く考え数学的論拠に基づいて判断し
ようとする態度，問題解決の過程を振り返って
考察を深めたり，評価・改善したりしようとす
る態度や創造性の基礎を養う。

1

○

○

数学的な見方・考え方を働かせ，数学的活動を通して，数学的に考える資質・能力を次のとおり育成
することを目指す。

15

定期考査 ○

1 【知識・技能】
　・数を実数まで拡張することの意義を理解してい
る。
・√を含む式の四則計算ができる。
・分母の有理化ができる。
・いろいろな数を，自然数，整数，有理数，無理数
で分類することができる。
（発問評価・課題提出・定期考査）
【思考・判断・表現】
・分数が，有限小数や循環小数で表される仕組みを
考察することができる。
・分母を有理化する意義がわかる。
・循環小数を分数で表すことを考察できる。
・数を拡張してきた過程や数の四則計算の可能性に
ついて考察できる。
（発問評価・課題提出・定期考査）
【主体的に学習に取り組む態度】
・√を含む式の計算に関心をもち，いろいろな計算
に積極的に取り組もうとしている。
・数の体系を実数まで拡張する意義に気付くととも
に，数を拡張していく過程に関心をもち，調べよう
としている。
（授業態度・課題提出）

○ ○

定期考査
○ ○

１
学
期

１章　数と式
 １節　整式
　1．文字を含んだ式のきまり
　2．整式
　3．整式の加法・減法
　4．整式の乗法
　5．乗法公式による展開
　6．因数分解
【知識及び技能】
【思考力、判断力、表現力等】
【学びに向かう力、人間性等】
・式の見方を豊かにするとともに，
整式の加法・減法・乗法，および因
数分解について理解を深め，公式な
どを利用して式の展開や因数分解を
能率よく計算できるようにする。

・指導事項
・教材
・一人１台端末の活用
・教科書p.12～17は中学校の復習
であるが，用語「整式」「項べき
の順」は高校で学ぶ。
・教科書p.23「やってみよう」の
式は，数学Ⅱで学ぶ。

 ２節　実数
　1．平方根とその計算
　2．実数
【知識及び技能】
【思考力、判断力、表現力等】
・数を実数まで拡張することの意義
を理解し，実数の概念や平方根を含
む計算の基本的な考え方について理
解する。
【学びに向かう力、人間性等】
・分数が有限小数や循環小数で表さ
れる仕組みを理解する。



定期考査
○ ○ 1

○

定期考査
○

合計

78

○ 1

３
学
期

2節　2次関数の値の変化
　1．2次関数の最大値・最小値
　2．2次関数のグラフと2次方程式
　3．2次関数のグラフと2次不等式
【知識及び技能】
【思考力、判断力、表現力等】
・2次関数の値の変化についてグラ
フを用いて考察し，その最大値や最
小値を求められるようにする。
【学びに向かう力、人間性等】
・2次方程式の解と2次関数のグラフ
との関係について理解するととも
に，2次関数のグラフを用いて2次不
等式の解を求められるようにする。

・指導事項
・教材
・一人１台端末の活用
・教科書p.79の「2次方程式」は中
学校で学んだ内容であるが，p.80
以降でグラフとの関係を考察する
うえで重要となるため，ここで再
度確認する。

【知識・技能】
・2次関数の最大値・最小値を理解している。
・2次方程式の解と2次関数のグラフとの関係につい
て理解している。
・2次不等式の解と2次関数のグラフとの関係につい
て理解し，グラフを用いて2次不等式の解を求める
ことができる。
（発問評価・課題提出・定期考査）
【思考・判断・表現】
　・定義域に制限がある2次関数の最大値・最小値
について考察できる。
・日常の事象について，2次関数の最大値・最小値
を利用して考察できる。
・2次不等式を解く際に，簡単に因数分解できない2
次式について，2次方程式の解の公式を利用して考
察できる。
（発問評価・課題提出・定期考査）
【主体的に学習に取り組む態度】
・2次関数の値の変化に関心をもち，具体的な事象
の考察に２次関数の最大・最小を活用しようとして
いる。
・D＝b^2－4acの符号を用いると，2次関数のグラ
フ・2次方程式・2次不等式の関係がまとめられるこ
とに興味をもち，Dの式を用いてグラフと共有点の
個数を考えようとしている。
（授業態度・課題提出）

○ ○ 14

○ 15

２章　２次関数
１節　関数とグラフ
　1．1次関数とそのグラフ
　2．2次関数とそのグラフ
【知識及び技能】
【思考力、判断力、表現力等】
【学びに向かう力、人間性等】
・関数の概念について理解し，2次
関数のグラフがかけるようにする。

・指導事項
・教材
・一人１台端末の活用
・教科書p.56～63で，中学校で学
んだ「1次関数」や「関数y=ax^2」
の内容を確認する。

【知識・技能】
・2次関数のグラフの特徴を理解できる。
・2次関数の式から，そのグラフをかくことができ
る。
・y=ax^2+bx+cの式をy=a(x-p)^2+qの形に変形（平
方完成）することができる。
（発問評価・課題提出・定期考査）
【思考・判断・表現】
・y=ax^2+bx+cの式をy=a(x-p)^2+qの形に変形（平
方完成）したうえで，そのグラフをかくことができ
る。
・２次関数の式とグラフとの関係について，多面的
に考察できる。
（発問評価・課題提出・定期考査）
【主体的に学習に取り組む態度】
・身の回りの現象で，関数の関係になっているもの
を関心をもち，調べようとしている。
・コンピュータを使って，いろいろな2次関数のグ
ラフをかき，その特徴を調べようとしている。
（授業態度・課題提出）

○ ○ ○ 15

２
学
期

３節　方程式と不等式
　1．1次方程式
　2．不等式
　3．不等式の性質
　4．1次不等式
　5．連立不等式
　6．不等式の応用
【知識及び技能】
【思考力、判断力、表現力等】
【学びに向かう力、人間性等】
・不等式の解の意味・不等式の性質
について理解し，1次不等式が解け
るようにする。

・指導事項
・教材
・一人１台端末の活用
・中学校では「不等号の意味」や
「数量関係を不等式で表す」こと
を学んでいる。

【知識・技能】
・数量関係を１次不等式で表すことができる。
・不等式の解の意味や不等式の性質を理解してい
る。
・１次不等式や連立不等式を解くことができる。
（発問評価・課題提出・定期考査）
【思考・判断・表現】
・不等号の性質を等号の性質と対比してとらえ，不
等式の性質を基に１次不等式の解き方を考察でき
る。
・日常の事象などを数学的に捉え，1次不等式を問
題解決に活用することができる。
（発問評価・課題提出・定期考査）
【主体的に学習に取り組む態度】
・数量関係を不等式で表すことのよさが分かり，意
欲的に考えようとしている。
・具体的な事象の考察に１次不等式を活用しようと
している。
（授業態度・課題提出）

○ ○



年間授業計画　新様式例

高等学校 令和6年度（１学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数：　2 単位

対象学年組：第 1 学年 1組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

聞 読

話

[

や

]

話

[

発

]

書

【思考力、判断力、表現力等】

57

（　1組：増田千裕　　　）

知

【学びに向かう力、人間性等】

定期考査

外国語 英語 2

【知識及び技能】

１
学
期

Lesson1 Breakfast around the
World
【知識及び技能】動詞の過去形を
用いた文の形・意味・用法を理解
する
　
【思考力、判断力、表現力等】相
手の意見を知り、自分の考えをま
とめて相手に伝える。

【学びに向かう力、人間性等】相
手の意見を知り、自分の考えをま
とめて相手に伝えようとする。

・指導事項　過去形
・教材　教科書・授業プリント
・一人１台端末の活用

○

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容

話し手、書き手の意図を把握したり、概要や要
点を目的に応じて捉えたりすることができる。

All Aboard! English Communication Ⅰ

外国語

基本的な語句や文を用いて、必要な情報や気持ちなどを目的に応じて伝えることができる。

話し手や書き手の意図をよりよく理解しようと努力し、自らも積極的にコミュニケーションをはかる。

英語

Lesson2 Australia's Cute
Quokkas
【知識及び技能】進行形を用いた
文の形・意味・用法を理解する。
　
【思考力、判断力、表現力等】相
手の意見を知り、自分の考えをま
とめて相手に伝えようとする。
　
【学びに向かう力、人間性等】
相手の意見を知り、自分の考えを
まとめて相手に伝えようとする。

・指導事項 進行形
・教材　教科書・授業プリント
・一人１台端末の活用

３
学
期

Lesson5 Learning from the Sea
【知識及び技能】動名詞を用いた
文の形・意味・用法を理解する。
【思考力、判断力、表現力等】相
手の意見を知り、自分の考えをま
とめて相手に伝えようとする。
【学びに向かう力、人間性等】
相手の意見を知り、自分の考えを
まとめて相手に伝えようとする。

・指導事項 動名詞
・教材　教科書・授業プリント
・一人１台端末の活用

２
学
期

Lesson3 A Train Driver in
Sanriku
【知識及び技能】助動詞cann,will
用いた文の形・意味・用法を理解
する。
【思考力、判断力、表現力等】相
手の意見を知り、自分の考えをま
とめて相手に伝えようとする。
【学びに向かう力、人間性等】
相手の意見を知り、自分の考えを
まとめて相手に伝えようとする。

・指導事項 　助動詞cann,will
・教材　教科書・授業プリント
・一人１台端末の活用

・指導事項 to 不定詞
・教材　教科書・授業プリント
・一人１台端末の活用

定期考査

・授業中の言語活動への取り組み状況
・取り組みの熱心さ、声の大きさ　　・
「今週末にやりたいことについて伝え
る」ために用いられる語句や文法事項お
よび表現を理解しているか

領域

〇 1

Lesson4 A Miracle Mirror
【知識及び技能】to 不定詞を用い
た文の形・意味・用法を理解す
る。
【思考力、判断力、表現力等】相
手の意見を知り、自分の考えをま
とめて相手に伝えようとする。
【学びに向かう力、人間性等】
相手の意見を知り、自分の考えを
まとめて相手に伝えようとする。

定期考査

○ ○

1

・授業中の言語活動への取り組み状況
・取り組みの熱心さ、声の大きさ　　・
下記のテーマの説明に用いられる語句や
文法事項および表現を理解しているか
過去にしたことについて伝える。/ 今し
ていることについて説明する

○

定期考査 〇

外国語

5

1

8

○

○

○ ○

評価規準

・授業中の言語活動への取り組み状況
・取り組みの熱心さ、声の大きさ　　・
本文の内容について読んだり聞いたりし
たことを理解しているか

配
当
時
数

態

英語

思

○

〇 〇 〇 10

〇 〇

【 知　識　及　び　技　能 】基本的な語句や文を習得し、聞く・話す・読む・書くの各技能を向上させる。

基本的な語句や文を習得し、それらを駆使し
て、必要な情報を聞き取ったり読み取ったりで
きる。

6〇〇 〇

・授業中の言語活動への取り組み状況
・取り組みの熱心さ、声の大きさ　　・
「自分ができることについて伝える」た
めに用いられる語句や文法事項および表
現を理解しているか

○

○

○

話し手や書き手の意図をよりよく理解しようと
努力し、自らも積極的にコミュニケーションを
はかろうとする。

〇 〇 1

定期考査

8

1

〇

・授業中の言語活動への取り組み状況
・取り組みの熱心さ、声の大きさ　　・
「先週末に楽しんだことについて伝え
る」ために用いられる語句や文法事項お
よび表現を理解しているか

〇 〇



年間授業計画　様式例

高等学校 令和６年度（１学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 組～ 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】 　

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

○

26

理科

１
学
期

単元　四章　地球や宇宙の科学
【知識及び技能】
・地球上の現象について理解して
いる。
【思考力、判断力、表現力等】
・地球上の現象について説明でき
る。
【学びに向かう力、人間性等】
・地球上の現象について知識を習
得しようとしている。

・指導事項
・教材
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
・定期テスト　・小テスト
【思考・判断・表現】
・定期テスト　・実験プリント
【主体的に学習に取り組む態度】
・出席状況　・プリント

○ ○

自然の事物・現象についての理解を深め、科学的な知識・技能を身に付ける。 

（　組：　　　　）（　組：　　　　）

身近な事物・現象に関心や探究心をもち，科学的な視点・考察力を養うとともに，科学技術に対する関心を高める態度を身につける。

【学びに向かう力、人間性等】

科学と人間生活

（１組：能代谷　優） （　組：　　　　） （　組：　　　　） （　組：　　　　）

理科 科学と人間生活 2

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

科学技術の発展の人間生活への貢献，身近な事
物・現象を通しての現代の人間生活と科学技術
の関連性についての知識を身につけ，これから
の科学技術と人間生活のあり方について理解す
る。

身近な事物・現象の中に問題を見出し，観察，
実験，調査などを行って得た結果について，科
学的に思考し，判断する。
そこから導き出した自らの考えを的確に表現す
る。

高等学校　科学と人間生活（第一学習者）

理科

観察，実験などを行い、科学的に探究する力を養う。

自然の事物・現象に主体的に関わり、科学的に探究しようとする態度を養う。

科学と人間生活

【 知　識　及　び　技　能 】

配当
時数

○ 13

思 態

○

○ ○ ○ 13

単元　一章　物質の科学
【知識及び技能】
・材料の性質、衣食と食品につい
て理解している。
【思考力、判断力、表現力等】
・材料の性質、衣食と食品につい
て説明できる。
【学びに向かう力、人間性等】
・材料の性質、衣食と食品につい
て知識を習得しようとしている。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知

単元　序章　科学技術の発展
【知識及び技能】
・情報技術と医療の発展の流れを
理解している。

【思考力、判断力、表現力等】
・情報技術と医療の発展の流れを
説明することができる。

【学びに向かう力、人間性等】
・情報技術と医療の発展について
知識を習得しようとしている。

・指導事項
・教材
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
・定期テスト　・小テスト
【思考・判断・表現】
・定期テスト　・実験プリント
【主体的に学習に取り組む態度】
・出席状況　・プリント

○

13○ ○ ○

【知識・技能】
・定期テスト　・小テスト
【思考・判断・表現】
・定期テスト　・実験プリント
【主体的に学習に取り組む態度】
・出席状況　・プリント

○

合計

78

３
学
期

２
学
期

単元　二章　生物の科学
【知識及び技能】
・生物の起源と人の生体現象につ
いて理解している。
【思考力、判断力、表現力等】
・生物の起源と人の生体現象につ
いて説明できる。
【学びに向かう力、人間性等】
・生物の起源と人の生体現象につ
いて知識を習得しようとしてい
る。

・指導事項
・教材
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
・定期テスト　・小テスト
【思考・判断・表現】
・定期テスト　・実験プリント
【主体的に学習に取り組む態度】
・出席状況　・プリント

○ ○

・指導事項
・教材
・一人１台端末の活用　等

13

単元　三章　熱や光の科学
【知識及び技能】
・熱や光に関する現象について理
解している。
【思考力、判断力、表現力等】
・熱や光に関する現象について説
明できる。
【学びに向かう力、人間性等】
・熱や光に関する現象について知
識を習得しようとしている。

・指導事項
・教材
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
・定期テスト　・小テスト
【思考・判断・表現】
・定期テスト　・実験プリント
【主体的に学習に取り組む態度】
・出席状況　・プリント



年間授業計画　様式例

 科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 1 組～ 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

人類が近代以降に獲得してきた自由権をはじめとし
た様々な権利や、哲学、倫理的な基礎知識を習得す
る。
政治、法律、経済についての基礎知識を身に付け、
主体的に生きる力の基盤を形成する。

公共に関する様々な事象について主体的に考察し、
自らの考えを表現する力を育成する、
他者との対話を通して、自らの考えを深め、よりよ
い判断が出来る力を育成する。

現実社会の諸課題を、より民主的社会の創造を視野
に入れて主体的に解決する力を育む、。

A 公共の扉
【知識及び技能】
公共を倫理的視点から捉え、結び付き
を理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
自己や他社の経験や意見を基に、功利
主義と義務論を踏まえて思考し、表現
する。
【学びに向かう力、人間性等】
倫理的な視点を踏まえて主体的に学ぶ
姿勢を育む。

(２)公共と倫理
・功利主義と義務論
　(ベンサム、カント、ミル)
・地球温暖化問題
　(地球温暖化の原因と異常気象、
　パリ協定と主要国の二酸化炭素排
　出量、日本の発電の特徴と地球温
　暖化に対する考察)

【知識・技能】
・公共と倫理について、基礎的な知識を身に付
け、資料を適切に読み取ることができている
か。
【思考・判断・表現】
・自己や他者の経験や意見を基に、功利主義と
義務論を踏まえて考え、文章や図などで表現す
る。
【主体的に学習に取り組む態度】
・積極的な授業参加、学習の振り返り、
探究しようとする姿勢。

○ ○ ○ 10

配当
時数

１
学
期

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

1

定期考査

定期考査
○ ○

A 公共の扉
【知識及び技能】
公共的空間の主体として、社会の形成
の結び付きを理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
自己や他者の経験や意見を踏まえて、
公共的空間がどのように構成されてい
るのか考え、表現する。
【学びに向かう力、人間性等】
よりよい社会の実現を視野に現代の諸
課題を主体的に解決しようとする態度
を養うとともに、公共的空間に生きる
人間としてのあり方生き方について自
覚を深めている。

(１)公共と人
・人は1人では生きられない
　(公共的空間)
・人はどのようにつながるのか
　(交換によるつながり)
・自由と正義の実現を目指して
　(自由主義と正義論)
・対話から生まれる公共
　(市民的公共圏の成立)
・宗教と人間
　(三大宗教)

【知識・技能】
・公共と人について、基礎的な知識を身に付
け、資料を適切に読み取ることができている
か。
【思考・判断・表現】
・自己や他社の経験や意見を踏まえて、公共的
空間がどのように構成されているのか考え、文
章や図などで表現する。
【主体的に学習に取り組む態度】
・積極的な授業参加、学習の振り返り、探究し
ようとする姿勢。

○ ○

1○ ○

高等学校 令和6年度（１学年用） 教科

選択・判断の手掛かりとなる概念や理論、および現代世界の諸課題について基礎的な知識を身に付ける。

【学びに向かう力、人間性等】

公民 公共
公民 公共 2

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

教育図書　公共702

公民

多面的・多角的に考察したり、解決に向けて公正に判断する力や、議論する力を身に付ける。

人間としての在り方や生き方についての自覚や、公民としての資質・能力を育成する。

公共

（　１組：山口聖未　　　　）

【 知　識　及　び　技　能 】

8

公共の扉
【知識及び技能】
意思決定の方法を理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
自己や他者の経験や意見を基に、意思
決定の過程を考察する。
【学びに向かう力、人間性等】
身近な例を踏まえて主体的に学ぶ姿勢
を育む。

(３)公共の基本原理
・生徒会予算をどう分配するか
・意見が分かれた時どう決める
　　か
・意思決定の方法について考える

【知識・技能】
・意思決定の方法について、基礎的な知識を身
に付け、資料を適切に読み取ることができてい
るか。
【思考・判断・表現】
・自己や他者の経験や意見を基に、事例を考
え、文章や図などで表現する。
【主体的に学習に取り組む態度】
・積極的な授業参加、学習の振り返り、
探究しようとする姿勢。

○ ○ ○ 11

○



３
学
期

民主主義と選挙制度
【知識及び技能】
日本の選挙制度に関する基礎知識を
習得する。
【思考力、判断力、表現力等】
自己や他者の経験や意見を基に、考
察する。
【学びに向かう力、人間性等】
身近な例を踏まえて主体的に学ぶ姿
勢を育む。

・民主主義とは
・衆議院選挙と参議院選挙
・一票の格差
・公職選挙法と選挙運動
・世論調査

【知識・技能】
・選挙制度について、基礎的な知識を身に付
け、資料を適切に読み取ることができている
か。
【思考・判断・表現】
・自己や他者の経験や意見を基に、事例を考
え、文章や図などで表現する。
【主体的に学習に取り組む態度】
・積極的な授業参加、学習の振り返り、
探究しようとする姿勢。

○ ○

法と社会
【知識及び技能】
法に関する基礎知識を習得する。
【思考力、判断力、表現力等】
自己や他者の経験や意見を基に、考
察する。
【学びに向かう力、人間性等】
身近な例を踏まえて主体的に学ぶ姿
勢を育む。

・マナー、ルール、法律の違い
・様々な契約
・著作権に関する法律

【知識・技能】
・法について、基礎的な知識を身に付け、資料
を適切に読み取ることができているか。
【思考・判断・表現】
・自己や他者の経験や意見を基に、事例を考
え、文章や図などで表現する。
【主体的に学習に取り組む態度】
・積極的な授業参加、学習の振り返り、
探究しようとする姿勢。

○ ○

民主主義の歴史
【知識及び技能】
憲法や民主主義に関する基礎知識を
習得する。
【思考力、判断力、表現力等】
自己や他者の経験や意見を基に、考
察する。
【学びに向かう力、人間性等】
身近な例を踏まえて主体的に学ぶ姿
勢を育む。

・人権の成立に至る過程を捉え
　る(社会契約説・市民革命)
・日本国憲法の３原則、国民主
　権、基本的人権の尊重、平和
　主義
・大日本帝国憲法との違い
・表現の自由とヘイトスピーチ

【知識・技能】
・憲法や民主主義について、基礎的な知識を身
に付け、資料を適切に読み取ることができてい
るか。
【思考・判断・表現】
・自己や他者の経験や意見を基に、事例を考
え、文章や図などで表現する。
【主体的に学習に取り組む態度】
・積極的な授業参加、学習の振り返り、
探究しようとする姿勢。

○ ○

日本の司法制度
【知識及び技能】
日本の司法制度に関する基礎知識を
習得する。
【思考力、判断力、表現力等】
自己や他者の経験や意見を基に、考
察する。
【学びに向かう力、人間性等】
身近な例を踏まえて主体的に学ぶ姿
勢を育む。

・裁判官の在任中の身分保障と独立
・三権分立
・国民の司法参加
・裁判員制度
・少年法
・刑事裁判と民事裁判
・刑罰の目的

【知識・技能】
・司法制度について、基礎的な知識を身に付
け、資料を適切に読み取ることができている
か。
【思考・判断・表現】
・自己や他者の経験や意見を基に、事例を考
え、文章や図などで表現する。
【主体的に学習に取り組む態度】
・積極的な授業参加、学習の振り返り、
探究しようとする姿勢。

○ ○

２
学
期

合計

定期考査 ○ ○

○

1

定期考査 ○ ○ 1

78

18

○ 8

定期考査 ○ ○ 1

○

○

9

9



年間授業計画　新様式

高等学校 令和6年度（１学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 1 組～ 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

科目 の目標：

合計

78

○ ○ ○ 16

○ ○ ○ 16

○ ○ ○ 16

○

○ ○ ○ 14

・体力や運動の能力など程度や性
別等の違いを超えて、仲間ととも
に運動を楽しむための調整の仕方
を見付け、自己のペースで成長す
ること。
・一人一人の違いに応じた動きな
どを大切にし向上ようとするこ
と。

体つくり運動
持久走
球技
卓球

【知識・技能】
・自己のねらいに応じて、効果的な成果を得動
の行い方があることについて、言ったり書き出
したりしてる。
【思考・判断・表現】
・体力の程度や性別等の違いを超えて、仲間と
ともに体つくり運動を楽しむための調整の仕方
を見付けている。
【主体的に学習に取り組む態度】
・一人一人の違いに応じた動きなどを大切に
し、危険の予測をしながら回避行動をとるな
ど、健康・安全を確保しようとしている。

２
学
期

3
学
期

・体力の程度や性別等の違いを超
えて、仲間とともに運動を楽しむ
ための調整の仕方を見付け,自己
のペースで成長すること。
・一人一人の違いに応じた動きな
どを大切にしようとすること。

体つくり運動
球技
バドミントン・テニス
バスケットボール

【知識・技能】
・自己のねらいに応じて、効果的な成果を得動
の行い方があることについて、言ったり書き出
したりしてる。
【思考・判断・表現】
・体力の程度や性別等の違いを超えて、仲間と
ともに体つくり運動を楽しむための調整の仕方
を見付けている。
【主体的に学習に取り組む態度】
・一人一人の違いに応じた動きなどを大切に
し、危険の予測をしながら回避行動をとるな
ど、健康・安全を確保しようとしている。

・体力や運動の能力など程度や性
別等の違いを超えて，仲間ととも
に運動を楽しむための調整の仕方
を見付け,自己のペースで成長す
ること。
・一人一人の違いに応じた動きな
どを大切にし向上ようとするこ
と。

体つくり運動
球技
ソフトボール
卓球

【知識・技能】
・自己のねらいに応じて、効果的な成果を得動
の行い方があることについて、言ったり書き出
したりしてる。
【思考・判断・表現】
・体力の程度や性別等の違いを超えて、仲間と
ともに体つくり運動を楽しむための調整の仕方
を見付けている。
【主体的に学習に取り組む態度】
・一人一人の違いに応じた動きなどを大切に
し、危険の予測をしながら回避行動をとるな
ど、健康・安全を確保しようとしている。

○ ○ 16

体ほぐしの運動では，手軽な運動を行い，心と体は
互いに影響し変化することや心身の状態に気付き，
仲間と主体的に関わり合うことができるようにす
る。

現代高等保健体育　大修館書店

保健体育

実生活に生かす運動の計画では，自己のねらいに応じて，健康の保持増進や調和のとれた体力の向上を図るた
めの継続的な運動の計画を立て取り組むことができるようにする。

生涯にわたって運動を豊かに継続するための自己や仲間の課題を発見し，合理的，計画的な解決に向けて取り
組み方を工夫するとともに，自己や仲間の考えたことを他者に伝えることができるようにする。

体育

【 知　識　及　び　技　能 】
運動を通して，体を動かす楽しさや心地よさを味わい，体力の構成要素，実生活への取り入れ方などを理解す
るとともに，自己の体力や生活に応じた継続的な運動の計画を立て，実生活に役立てることができるようにす
る。

運動に主体的に取り組むとともに，互いに助け
合い高め合おうとすること，一人一人の違いに
応じた動きなどを大切にしようとすること，合
意形成に貢献しようとすることなどや，健康・
安全を確保することができるようにする。

【学びに向かう力、人間性等】

保健体育 体育
保健体育 体育 2

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

（１組：　中村　内田　　）

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

各種目の歴史やルールを知り、簡単な動きから
複雑な動きを習得できるようにする。
其々の運動種目の体の動きの着目し、より効果
的かつ合理的な体の使い方ができるようにす
る。

体つくり運動
球技
バドミントン
バレーボール

・体力の程度や性別等の違いを超
えて，仲間とともに運動を楽しむ
ための調整の仕方を見付け,自己
のペースで成長すること。
・一人一人の違いに応じた動きな
どを大切にしようとすること。

・体力や運動の能力など程度や性
別等の違いを超えて、仲間ととも
に運動を楽しむための調整の仕方
を見付け、自己のペースで成長す
ること。
・一人一人の違いに応じた動きな
どを大切にし向上ようとするこ
と。

【知識・技能】
・自己のねらいに応じて、効果的な成果を得動
の行い方があることについて、言ったり書き出
したりしてる。
【思考・判断・表現】
・体力の程度や性別等の違いを超えて、仲間と
ともに体つくり運動を楽しむための調整の仕方
を見付けている。
【主体的に学習に取り組む態度】
 ・一人一人の違いに応じた動きなどを大切に
し、危険の予測をしながら回避行動をとるな
ど、健康・安全を確保しようとしている。

【知識・技能】
・自己のねらいに応じて、効果的な成果を得動
の行い方があることについて、言ったり書き出
したりしてる。
【思考・判断・表現】
・体力の程度や性別等の違いを超えて、仲間と
ともに体つくり運動を楽しむための調整の仕方
を見付けている。
【主体的に学習に取り組む態度】
・一人一人の違いに応じた動きなどを大切に
し、危険の予測をしながら回避行動をとるな
ど、健康・安全を確保しようとしている。

体つくり運動
球技
サッカー
テニス

配当
時数

１
学
期

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態



年間授業計画　様式例

 科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 1 組

教科担当者：

使用教科書：（

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

1

D 単元
【知識及び技能】
　現代における精神疾患やその対
処法を知る。
【思考力、判断力、表現力等】
社会に適応する術を考える。
【学びに向かう力、人間性等】
実生活における行動変容を促す。

３
学
期

F 単元
【知識及び技能】
　各世代ごとの体の変化を知る。
【思考力、判断力、表現力等】
生活習慣の問題点を明らかにし、
自身の生活に必要な行動を考え
る。
【学びに向かう力、人間性等】
生活習慣の問題点を明らかにし、
自身の生活に必要な行動変容を促
す。

・生涯を通じての健康 【知識・技能】
・ねらいに応じて必要な知識と知恵を理解し
て、言ったり書き出したりしてる。
【思考・判断・表現】
・年齢や体力の程度や性別等の違いを理解
し、人生を豊かに生活するための知識と知恵
を学習している。
【主体的に学習に取り組む態度】
・一人一人の違いに応じた体の機能を知り、
健康を保持増進し実生活に生かせるように考
え学習している。

〇 〇

２
学
期

C 単元
【知識及び技能】
　現代における様々な健康課題に
ついて知る。
【思考力、判断力、表現力等】
年齢や体力の程度や性別等の違い
を理解し人生を豊かにする方法を
考える。
【学びに向かう力、人間性等】一
人一人の違いに応じた体の機能を
知り、健康を保持増進し実生活に
生かす。

・現代社会と健康 【知識・技能】
・ねらいに応じて必要な知識と知恵を理解し
て、言ったり書き出したりしてる。
【思考・判断・表現】
・年齢や体力の程度や性別等の違いを理解
し，人生を豊かに生活するための知識と知恵
を学習している。
【主体的に学習に取り組む態度】
・一人一人の違いに応じた体の機能を知り、
健康を保持増進し実生活に生かせるように考
え学習している。

〇 〇

・現代社会と健康 【知識・技能】
・ねらいに応じて必要な知識と知恵を理解し
て、言ったり書き出したりしてる。
【思考・判断・表現】
・年齢や体力の程度や性別等の違いを理解
し、人生を豊かに生活するための知識と知恵
を学習している。
【主体的に学習に取り組む態度】
・一人一人の違いに応じた体の機能を知り、
健康を保持増進し実生活に生かせるように考
え学習している。

○ ○

定期考査

【知識・技能】
・ねらいに応じて，必要な知識と知恵を理解
して,言ったり書き出したりしてる。
【思考・判断・表現】
・年齢や体力の程度や性別等の違いを理解
し，人生を豊かに生活するための知識と知恵
を学習している。
【主体的に学習に取り組む態度】
・一人一人の違いに応じた体の機能を知り、
健康を保持増進し実生活に生かせるように考
え学習している。

〇

○

・精神の健康
・ストレスや精神疾患とその予防

【知識・技能】
・ねらいに応じて、必要な知識と知恵を理解
して、言ったり書き出したりしてる。
【思考・判断・表現】
・年齢や体力の程度や性別等の違いを理解
し，人生を豊かに生活するための知識と知恵
を学習している。
【主体的に学習に取り組む態度】
・一人一人の違いに応じた体の機能を知り、
健康を保持増進し実生活に生かせるように考
え学習している。

○ ○ ○

C 単元
【知識及び技能】
　現代における様々な健康課題に
ついて知る。
【思考力、判断力、表現力等】
年齢や体力の程度や性別等の違い
を理解し人生を豊かにする方法を
考える。
【学びに向かう力、人間性等】
一人一人の違いを理解し、違いに
応じた体の機能を知り、実生活に
活かせるようにする。

○ ○

・現代の感染症とその予防

3

G 単元
【知識及び技能】
　各世代ごとの体の変化を知る。
【思考力、判断力、表現力等】
生活習慣の問題点を明らかにし、
自身の生活に必要な行動を考え
る。
【学びに向かう力、人間性等】
生活習慣の問題点を明らかにし、
自身の生活に必要な行動変容を促
す。

〇 8

E 単元
【知識及び技能】
　実生活における危険なシチュ
エーションを学ぶ。
【思考力、判断力、表現力等】
事故を防ぐ方法を、それぞれの体
験談などを交えて学ぶ。
【学びに向かう力、人間性等】
応急処置の基本を知り校内外を問
わず実践できるよう学ぶ。

・交通安全・応急手当 【知識・技能】
・ねらいに応じて必要な知識と知恵を理解し
て、言ったり書き出したりしてる。
【思考・判断・表現】
・年齢や体力の程度や性別等の違いを理解
し，人生を豊かに生活するための知識と知恵
を学習している。
【主体的に学習に取り組む態度】
・一人一人の違いに応じた体の機能を知り、
健康を保持増進し実生活に生かせるように考
え学習している。

〇 〇 〇 8

・生涯の各世代における健康 【知識・技能】
・ねらいに応じて必要な知識と知恵を理解し
て、言ったり書き出したりしてる。
【思考・判断・表現】
・年齢や体力の程度や性別等の違いを理解
し、人生を豊かに生活するための知識と知恵
を学習している。
【主体的に学習に取り組む態度】
・一人一人の違いに応じた体の機能を知り、
健康を保持増進し実生活に生かせるように考
え学習している。

〇 〇 〇

3

合計

39

5

【 知　識　及　び　技　能 】

○ ○ ○ 3

5

配当
時数

１
学
期

A 単元
【知識及び技能】基本的な健康の
条件を理解させる。
【思考力、判断力、表現力等】
生活習慣維持することや体力向上
を向上させるための生活について
考えさせる。
【学びに向かう力、人間性等】
実生活における行動変容を促す。

・健康の考え方
・健康の増進とその予防

【知識・技能】
・ねらいに応じて，必要な知識と知恵を理解
して,言ったり書き出したりしてる。
【思考・判断・表現】
・年齢や体力の程度や性別等の違いを理解
し，人生を豊かに生活するための知識と知恵
を学習している。
【主体的に学習に取り組む態度】
・一人一人の違いに応じた体の機能を知り、
健康を保持増進し実生活に生かせるように考
え学習している。

○ ○ ○ 2

B 単元
【知識及び技能】
基本的な健康の条件を理解させ
る。
【思考力、判断力、表現力等】
生活習慣維持することや体力向上
を向上させるための生活について
考えさせる。
【学びに向かう力、人間性等】
実生活における行動変容を促す。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

高等学校 令和６年度（１学年用） 教科

運動を通して，体を動かす楽しさや心地よさを味わい，体力の構成要素，実生活への取り入れ方などを理
解するとともに，自己の体力や生活に応じた継続的な運動の計画を立て，実生活に役立てることができる
ようにする。

主体的に取り組むとともに、互いに助け合い
高め合おうとすること、一人一人の違いに応
じた考えなどを大切にしようとすること、合
意形成に貢献しようとすることなどや健康・
安全を確保することができるようにする。

【学びに向かう力、人間性等】

保健体育 保健

（１組：内田）

保健体育 保健 1

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

実生活における健康の増進を図るための必要な
知識を身に着ける。救急措置法などを知る事で
実生活に生かせるようにする。運動種目の体の
動きに着目し、より効果的かつ合理的な体の使
い方を考えられるようにする。

身体的・精神的・社会的な健康の条件につい
て理解し自身の生活や健康を向上できるよう
生活習慣を含め考える。個人の健康を守るた
めの社会的な要件を考え、行動できる知恵を
考え実践できるための工夫をする。

現代高等保健体育　大修館書店）

保健体育

実生活に生かす運動の計画では，自己のねらいに応じて，健康の保持増進や調和のとれた体力の向上を図
るための継続的な運動の計画を立て取り組むことができるようにする。

生涯にわたって運動を豊かに継続するための自己や仲間の課題を発見し，合理的，計画的な解決に向けて
取り組み方を工夫するとともに，自己や仲間の考えたことを他者に伝えることができるようにする。

保健



年間授業計画　新様式例

高等学校 令和６年度（１学年用） 教科  科目
教　科： 芸術 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 1 組～ 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標： 芸術文化に理解を深め生涯にわたり芸術を愛好する心情を育てる

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

絵
・
彫

デ 映

中学校美術科の基礎に立ち高校生の造形的な意識の向上と素材への適用適所の使い方を身に付ける。

美術Ⅰ芸術

○ ○

トーンの練習により形を線ではなく
面で捉える指導をし、次の課題に生
かせるようにする

２
学
期

色彩の効果によって個性豊かな色味
と感性ができることを学ぶ
感性や想像力を働かせて主題を生成
し創造的な表現の構想を練る

春夏秋冬をイメージした色彩
プリントの桝を一つずつ丁寧に塗
る　動物を使ったマークを考える

○ ○

主題を主体的に追求することでより
深く内容を把握できるようにする

パズルに生徒が興味や関心を持て
るように漫画やアニメーションの
キャラクターを取り上げ作品を仕
上げる

○ ○

写真を使った鉛筆による模写
により立体感を学び明度の微妙な
色あいを学ぶ

３
学
期

鉛筆によるトーンの練習　明度の境
界を見極めて線が引け表現出来たか

写真を使った鉛筆による模写
雑誌のグラビアから興味のある題
材を基に描く

【 知　識　及　び　技　能 】

○

8

○

形や色を使って感情や思考を造形で表すこと
ができたか　丁寧にアクリル絵の具を塗るこ
とができたか

○ ○ ○ 12

集中力・持続力をもって作品にどれだけ向き
合っているか　　　　　　構造や立体の把
握・明度段階に応じた色を塗れているか

○

○

6

プリントの図形を的確に理解し表現
すること　　プリントの線を守りな
がら丁寧に1つずつ明度をつける

立体の意識　正面・側面・上面3方
向からの図形から立体を描く　グ
ラデーションの練習

○ ○

3方向からの光を意識して立体を組
み立て構成する
ねじれや上・側面の明暗での把握
（明度の段階に分ける）
アクリル絵の具の使い方や明度によ
る色彩表現方法

3次元・四次元の立体
白黒（鉛筆）による3・4次元の立
体色彩による3・4次元の立体

○

○

○ ○ 12

完成度の高い作品になっているか

12

根気強く丁寧に作業ができているか　集中力
持続力をもって制作しているか

○

○

個性豊かな表現とお気に入りのものを描くこ
とで集中力を補い作品の優れた所も学ぶ

○ ○ ○

12

合
計

78

○

白と黒が隣り合うときの明暗や線が
長短に見える錯覚の理解
補色についての理解
色彩について基本事項を学ぶ調和や
対比に

○ ○

○ ○

目の錯覚　幾何形体の理解
色相環のプリントを絵の具を使っ
て塗る

○ ○

錯覚を理解できたか　知らない幾何形体をど
れだけ立体的に描けたか　丁寧に絵の具を
使ってむらなく塗れているか

○ ○

自分なりの発想や構想で表現の工夫をして個性
豊かな表現する。

配
当
時
数

１
学
期

「見る　感じ取る　考える　表す」
高校美術Ⅰのイメージを持ち美術の
学びの意味や広がりについて考える

美術学習のオリエンテーション
授業内容、必要な用具や材料教科
書の説明

○ ○ ○ ○

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容

表現

鑑
賞

、 知

立体を把握しデッサンできたか
根気強く丁寧に塗り重ねているか

○ 6

美術への関心や意欲、態度、教科書の内容が
理解できたか

○ ○ ○

10

感性や想像力を働かせて心豊かな発想をし、よさや美しさなどを考え構想する。

１組　橋岡昭男

芸術 美術Ⅰ 2

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

中学校美術科の基礎に立ち高校生の造形的な意
識の向上と素材への適用適所の使い方を身に付
ける。

発想から完成までの計画性と創造的な技能で感
性を高める。

光村図書　美術Ⅰ

芸術

発想から完成までの計画性と創造的な技能で感性を高める。

自分なりの発想や構想で表現の工夫をして個性豊かな表現する。

美術Ⅰ

思 態

【学びに向かう力、人間性等】



年間授業計画　新様式例

高等学校 令和６年度（１学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 1 組～ 組

教科担当者： （　１組：　鈴木勝雄　　　）

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

情報 情報Ⅰ
情報 情報Ⅰ 2

情報社会との関わりについて考えながら，問題の発見・解決に向けて主体的に情報と情報技術を活用し，自ら評価
し改善しようとしている。

新編　情報I（東京書籍）

情報

【 知　識　及　び　技　能 】
コンピュータの活用について理解し，リテラシーを身につけているとともに，情報社会ついて理解している。効果的な
コミュニケーション，データの分析や活用、プログラミングについて理解している。

コンピュータを用いた効果的な情報伝達、問題の発見・解決に向けて情報技術を適切に用い、様々な情報を取捨選
択できるスキルを持つ。

思 態

情報Ⅰ

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

コンピュータの活用について理解し，リテラシーを身
につけているとともに，情報社会ついて理解してい
る。効果的なコミュニケーション，データの分析や活
用、プログラミングについて理解している。

コンピュータを用いた効果的な情報伝達、問題の発
見・解決に向けて情報技術を適切に用い、様々な
情報を取捨選択できるスキルを持つ。

情報社会との関わりについて考えながら，問題の
発見・解決に向けて主体的に情報と情報技術を活
用し，自ら評価し改善しようとしている。

配当
時数

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知

１
学
期

単元　情報で問題を解決する。
【知識及び技能】
情報やメディアの特性を理解し、問題
解決のプロセスを理解している。 
【思考力、判断力、表現力等】
適切な表現メディアを判断するこ
とができ、問題解決のプロセスを
適切に判断できる。  【学びに向
かう力、人間性等】
情報やメディアの特性を理解しよ
うとしている。

・指導事項 　情報とメディアの特
性、情報解決の流れ、発想法、情報
モラル、個人情報の流出、傷つけな
い傷つかないために、著作権、情報
技術の発展、情報化と私たちの生活
の変化、より良い情報社会へ 
・教材 　教科書 
・一人１台端末の活用

２
学
期

【知識・技能】メディアの特性を理解し，情報を
デジタル化して扱う利点と欠点を理解している。
問題解決のプロセスに，情報技術の効果的な活用
方法を知っている。
　
【思考・判断・表現】　情報伝達に対して、適切
な表現メディアを選択することができる。身近な
問題について，問題解決のプロセスを踏みなが
ら、次の問題解決に生かす方法を考えることがで
きる。

【主体的に学習に取り組む態度】適切なメディア
を選ぼうとしている。身近な問題について，情報
をどのように活用したらよいか考えようとしてい
る。

○ ○ ○ 12

【知識・技能】
　ネットコミュニケーションの特徴について仕組
みを含めて詳しく理解し、デジタル化の方法を科
学的に深く理解している。 
【思考・判断・表現】
状況に応じて適切なメディアを選択するこ
とができる。
様々なものをコンピュータで表現し，その違いに
ついて考えることができる。  【主体的に学習に
取り組む態度】
ネットコミュニケーションの特性として，
メリットデメリットや技術的な仕組みを理
解してメディアを活用しようとしている。
コンピュータでデジタル化する方法に興味
を持ち，科学的に理解しようとしている。

○ ○ ○

 単元　情報を伝える
【知識及び技能】 ネットコミュニ
ケーションの特徴を理解している。数
値、音、画像、色、動画のデジタル化
の方法を理解している。
　
【思考力、判断力、表現力等】 状況
に応じて適切なメディアを選択するこ
とができ、情報のデジタル化の利点を
考えることができる。

【学びに向かう力、人間性等】
ネットコミュニケーションの特性
を理解してメディアを活用しよう
としている。情報のデジタル化の
関係性について考えようとしてい
る。

・指導事項 　コミュニケーション手
段の変化、ネットコミュニケーショ
ンの特徴、デジタルの世界へ、数値
と文字デジタル表現、音と画像のデ
ジタル表現、色と動画のデジタル表
現、目的に応じたデジタル化、情報
デザイン、ユニバーサルデザイン、
情報デザインの流れ 
・教材 　教科書 
・一人１台端末の活用

12

 単元　コンピュータを活用する
【知識及び技能】 コンピュータの仕
組みやソフトウエア、論理回路を理解
している。
　
【思考力、判断力、表現力等】
プログラミング、論理回路、アルゴリ
ズムを表現することができる。 
【学びに向かう力、人間性等】
プログラミング、論理回路、アルゴリ
ズムをしようとしている。 

・指導事項 　コンピュータとは何
か、ソフトウエアの仕組み、演算の
仕組みとコンピュータの限界、アル
ゴリズムの表現、プログラムの基本
構造、発展的なプログラム、モデル
化とシュミレーション、シュミレー
ションの活用 
・教材 　教科書 
・一人１台端末の活用

【知識・技能】
　プログラム、論理回路、アルゴリズムを理解
し，それぞれの技能を身につけている。 
【思考・判断・表現】
プログラム、論理回路、問題解決の手順を
考えて，効率のよい表現することができ
る。 
【主体的に学習に取り組む態度】
プログラム、論理回路、効率のよいアルゴ
リズムを考えようとしている。

○ ○ ○ 13

 単元　データを活用する 【知識及び
技能】
　データの形式について理解し、どの
ように活用されているか理解する。 
【思考力、判断力、表現力等】
　データの性質を適切に判断して
アンケートなどに表現することが
できる。
【学びに向かう力、人間性等】 　身
近にあるデータに興味を持とうとして
いる。蓄積したデータを活用しようと
している。

・指導事項 　ネットワークとイン
ターネット、インターネットの仕組
み、サーバーとクライアント、イン
ターネット上のサービス、情報セ
キュリティー、データの形式、デー
ターベースの活用、様々なデータモ
デル、データ分析の流れ、目的に合
わせたデータ利用 
・教材 　教科書 
・一人１台端末の活用 

【知識・技能】 　データベースがどのように活
用されているか，仕組みについても深く理解し、
収集して可視化するさまざまな技能を身につけて
いる。  【思考・判断・表現】　 　データを多
角的に分析して表現することができる。

【主体的に学習に取り組む態度】
　問題解決のために，データを収集し，分
析し，結果を表現し，その過程を振り返
り，次の問題解決に生かそうようとしてい
る。

○ ○ ○ 13

1



３
学
期

・指導事項 アイディアの大量生産、
検索のコツ、職業人インタビュー、
つくろうマイルール、言葉で図形を
伝達、色の三原色を伝達、光の三原
色を体験、データ量の見積、ピクト
グラム、図解表現、Webニュースペー
ジ、映像制作、気まぐれA I、お知ら
せセンサ、プログラムで動きを再
現、シュミレーション、Myお天気
キャスター、パケット通信の体験、
データの分析、コンビニデータベー
ス、クラスの実態調査 
・教材 　教科書 
・一人１台端末の活用

２
学
期

【知識・技能】
　文書処理、表計算、プレゼンテーションソフト
ウェアを活用し，短時間で効果的に活用する技能
がある。 
【思考・判断・表現】
　情報デザインを意識しながら文書作成や
表計算、プレゼンテーションソフトウェア
で表現することができる。 
【主体的に学習に取り組む態度】
　作成した文書、ワークシート、スライド
を他者と見せ合って相互評価をし，改善方
法について考えようとしている。

16

 単元　データを活用する 【知識及び
技能】
　データの形式について理解し、どの
ように活用されているか理解する。 
【思考力、判断力、表現力等】
　データの性質を適切に判断して
アンケートなどに表現することが
できる。
【学びに向かう力、人間性等】 　身
近にあるデータに興味を持とうとして
いる。蓄積したデータを活用しようと
している。

・指導事項 　ネットワークとイン
ターネット、インターネットの仕組
み、サーバーとクライアント、イン
ターネット上のサービス、情報セ
キュリティー、データの形式、デー
ターベースの活用、様々なデータモ
デル、データ分析の流れ、目的に合
わせたデータ利用 
・教材 　教科書 
・一人１台端末の活用 

【知識・技能】 　データベースがどのように活
用されているか，仕組みについても深く理解し、
収集して可視化するさまざまな技能を身につけて
いる。  【思考・判断・表現】　 　データを多
角的に分析して表現することができる。

【主体的に学習に取り組む態度】
　問題解決のために，データを収集し，分
析し，結果を表現し，その過程を振り返
り，次の問題解決に生かそうようとしてい
る。

○ ○ ○ 13

D 単元　活動して提案する
【知識及び技能】 　文書処理、表計
算、プレゼンテーションソフトウェア
を活用する技能を身につけている。
　
【思考力、判断力、表現力等】　 情
報を相手にとってわかりやすく表現す
ることができる。

【学びに向かう力、人間性等】
作成した作品を見せ合い，相互評
価しようとしている。

○ ○ ○

2



年間授業計画　新様式例

高等学校 令和６年度 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 1 組

教科担当者：（　１組：冨田・増田・内田・栗原）

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

３
学
期

第12章
支えあう社会
自助共助公助、ボランティア活動
多文化共生社会とは

第13章地域社会を築く
個人・家族・地域社会の創造

・指導事項
・教材
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
よりよい人間関係をを築くこと
【思考・判断・表現】
学びの蓄積と経験の積み重ねと言葉による表
現を身につける
【主体的に学習に取り組む態度】
現実社会の仕組み、環境及び世界的視野の女
性

○ ○

２
学
期

第8章
チームを動かす力
リーダーシップとは何か

第9章
ワークライフバランス
家庭家族との時間

・指導事項
・教材
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
よりよい人間関係をを築くこと
【思考・判断・表現】
学びの蓄積と経験の積み重ねと言葉による表
現を身につける
【主体的に学習に取り組む態度】
現実社会の仕組み、環境及び世界的視野の女
性

○ ○

・指導事項
・教材
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
よりよい人間関係をを築くこと
【思考・判断・表現】
学びの蓄積と経験の積み重ねと言葉による表
現を身につける
【主体的に学習に取り組む態度】
社会生活に学びを取り入れた

○ ○

定期考査
○ ○

・指導事項
・教材
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
頭を活性化させる方法
【思考・判断・表現】
学びの蓄積と経験の積み重ねと日々のよりよ
い習慣を身につける
【主体的に学習に取り組む態度】
現実社会の仕組み、働き方のいろいろとキャ
リアプラン

○ 3

第14～１９章
　自然、学技術と生命倫理、グ
ローバル化、人権と国際平和

○ 3

第10章
お金の意義
収支の管理と租税

第11章
消費者市民社会
ヱシカル消費の意味

・指導事項
・教材
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
よりよい人間関係をを築くこと
【思考・判断・表現】
学びの蓄積と経験の積み重ねと言葉による表
現を身につける
【主体的に学習に取り組む態度】
現実社会の仕組み、環境及び世界的視野の女
性

○ ○ ○ 2

・指導事項
・教材
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
よりよい人間関係をを築くこと
【思考・判断・表現】
学びの蓄積と経験の積み重ねと言葉による表
現を身につける
【主体的に学習に取り組む態度】
現実社会の仕組み、環境及び世界的視野の女
性

○ ○ ○

2

合計

28

1

第６章
言語コミュニケ－ション・非言語
コミュニケーション

第７章
選択し行動する
自立的思考と行動

・指導事項
・教材
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
コミュニケーション力を身につけよりよい人
間関係を築くこと
【思考・判断・表現】
学びの蓄積と経験の積み重ねと言葉による表
現を身につける
【主体的に学習に取り組む態度】
現実社会に役立つ言葉、世界的コミュニケー
ションを学ぶ

○ ○ ○

○

8

定期考査 ○

○ ○ ○ 3

3

配当
時数

１
学
期

序章
人間と社会～学習の視点
よりよく前向きに生きるために

第１章
生きることの意義
他者との関係など

・指導事項
・教材
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
強く生き抜く精神づくり
【思考・判断・表現】
学びの蓄積と経験の積み重ねと言葉による表
現を身につける
【主体的に学習に取り組む態度】
現実社会の仕組み、環境及び世界的視野の女
性

○ ○ ○ 2

第2章
学ぶことの意義
賢く生きるには

第３章
働くことの意義
経済的・社会的自立に向けて
自己満足・自己達成感・自己実現

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

1

第４章
役割とマナー
家族関係・社会関係

第５章
マナーとルール
自由と公共・社会規範

○

よりよい人間関係をを築くこと

現実社会の仕組み、環境及び世界的視野の女性

【学びに向かう力、人間性等】

総合的な探究の時間

総合 総合的な探究の時間 1

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

よりよく前向きに生きられるような精神を育てる学びの蓄積と経験の積み重ねと言葉による表現
を身につける

「人間と社会」人間としての在り方に関する教科

総合

学びの蓄積と経験の積み重ねと言葉による表現を身につける

現実社会の仕組み、環境及び世界的視野の女性

総合的な探究の時間

【 知　識　及　び　技　能 】

総合


